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〈
研
究
ノ
ー
ト
〉韓

国
国
立
中
央
図
書
館
蔵

『鷹
鵠
方

全
』
（古
古
７
１
３０
‐
４４
）
全
文
翻
刻

二
本
松
　
泰
子

一
　
は
じ
め
に

朝
鮮
で
制
作
さ
れ
た
鷹
書
で
あ
る

『鷹
鵠
方
』
は
、
高
一麗
時
代
～
李
王
朝
時
代
に
か
け
て
複
数
の
異
本
が
制
作
さ
れ
、
日
本
に
も
多
く

の
諸
本
が
伝
来
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

『鷹
鵠
方
』
に
関
す
る
先
学
の
研
究
は
、
『放
鷹
』
「朝
鮮
放
鷹
史
」
の
第
二

編

「朝
鮮
の
文
献
に
現
は
れ
た
る
鷹
の
名
稿
」
「附
、
引
用
文
献
」
。
田
川
孝
三
氏

『
李
朝
貢
納
制
の
研
究
』
第

一
章

「附

。
安
平
大
君

李
溶
著
鷹
鵠
方
に
つ
い
て
」
、
村
戸
弥
生
氏

「朝
鮮
時
代
放
鷹
史

・
鷹
書
研
究
ア
プ

ロ
ー
チ
の
た
め
の
予
備

ノ
ー
ト
」
、
拙
稿

「『鷹
鵠
方
』

享
受
の

一
斑
―
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵

『鷹
鵠
方

全
』
（古
古
７
１
３０
‐
４４
）
の
奥
書
を
め
ぐ

っ
て
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
田
川
氏
論
文
に
よ
る
と
、
『鷹
鵠
方
』
の
異
本
の
種
類
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

①
李
兆
年
編
と
さ
れ
る

『高
一麗
古
本
鷹
鵠
方
』
（１４
世
紀
成
立
）
。

②
李
溶
編
と
さ
れ
る

『古
本
鷹
鵠
方
』
（１５
世
紀
成
立
）
。

③
李
爛
編
と
さ
れ
る

『新
増
鷹
鵠
方
』
（１６
世
紀
成
立
）
。

『
放
鷹
』
と
田
川
氏
論
文
に
よ
る
と
、
右
掲
の
①

『高
一麗
古
本
鷹
鵠
方
』
は
林
羅
山
と
朝
鮮
通
信
使
で
あ
る
金
世
沫
と
の
問
答
を
記
載



韓国国立中央図書館蔵『鷹鴨方全』 (古古 7-30‐ 44)全文翻刻 (二本松)

し
た

『海
磋
録
』
や
李
圭
景

（李
氏
朝
鮮
第
二
四
代
国
王
憲
宗
時
代
、
在
位
期
間

一
八
三
四
年

～
　
一
八
四
九
年
）
編

『
五
洲
術
文
長
箋

散
稿
』
に

「星
山
李
兆
年
」
著
の

『鷹
鵠
方
』
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
伝
本
に
は
、
書
中
に
は
李
王
朝

時
代
に
ま
で
下
る
と
お
ぼ
し
き
諺
文
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
高
一麗
時
代
の
李
兆
年
の
著
書
そ
の
も
の
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
と
す
る
。
田

川
氏
は
ま
た
、
右
掲
三
種
の

『鷹
鵠
方
』
の
本
文
を
比
較
し
て
③

『新
増
鷹
鵠
方
』
は
②
の

『吉
本
鷹
鴨
方
』
を

「増
補
」
し
た
も
の
と

判
じ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
掲
①
～
③
の

『鷹
鵠
方
』
の
う
ち
、
日
本
に
伝
来
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
②

『古
本
鷹
鵠
方
』
と
③

『新
増
鷹
鵠
方
』

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
よ
り
多
く
の
伝
本
が
流
布
し
た
の
は
③

『新
増
鷹
鴨
方
』
で
、
件
の
林
羅
山
も
訓
点
や
送
り
仮
名
を
付
し
た
テ
キ

ス
ト
を
所
持
し
て
い
た

（国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

『新
増
鷹
鵠
方
』
（函
号
三
〇
六
‐
三
〇
七
じ
。
同
書
は
膨
大
な
数
の
伝
本
が
全

国
的
に
展
開
し
、
国
字
解
な
ど
の
注
釈
テ
キ
ス
ト
も
多
数
制
作
さ
れ
た
。　
一
方
の
②

『古
本
鷹
鵠
方
』
は
、
③

『新
増
鷹
鵠
方
』
が
原
拠

と
し
た
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
存
が
確
認
で
き
る
の
は
以
下
の
三
本
の
和
書
の
み
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
朝
鮮
書
の

『古

本
鷹
鵠
方
』
は
管
見
に
お
い
て
確
認
で
き
な
か

っ
た
。

・
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵

『鷹
鵠
方

全
』
（古
古
７
１
３０
‐
４４
）

。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『古
本
鷹
鵠
方

全
』
（函
号
‐６３
‐
‐０８５
）

。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

『
古
本
鷹
鵠
方
』
（函
号
３０６
‐
３‐２
）

こ
の
う
ち
先
の
田
川
孝
三
氏
論
文
が
紹
介
し
て
い
る

『
古
本
鷹
鵠
方
』
の
伝
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
と
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

二
本
の
み
で
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵

『鷹
鵠
方

全
』
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
本
の
奥
書
に
は
他
の
二
本
と
比
較
し
て
書
写

（転
写
）
に
関
す
る
情
報
が

よ
り
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
稿
者
は
、
そ
の
記
載
情
報
を
検
討
し
て

『古
本
鷹
鴨
方
』
の
享
受
の

一
斑
を
明
ら
が
に
し
た
。
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す
な
わ
ち
、
同
書
は
我
が
国
に
お
い
て
江
戸
時
代
前
期

（承
応
年
間
）
～
後
期

（天
保
年
間
）
に

「鷹
匠
」
も
し
く
は
そ
れ
と
所
縁
深
い

人
物
た
ち
に
限
定
し
て
伝
来
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
近
世
期
の
鷹
匠
た
ち
が
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
し
め

る
こ
と
を
検
証
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
伝
本
に
は
、
当
時
の
鷹
匠
た
ち
に
よ
る
鷹
書
を
介
し
た
放
鷹
文
化
の
伝
播
の
在
り
方
を

示
唆
す
る
情
報
や
、
我
が
国
に
お
け
る
朝
鮮
放
鷹
文
化
受
容
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
様
々
な
手
掛
か
り
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
存
す
る

『
吉
本
鷹
鵠
方
』
の
伝
本
の
中
か
ら
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
の
全
文
を
掲
出
す
る
。
こ
の
よ
う

な
我
が
国
に
伝
来
し
た
朝
鮮
の
鷹
書
に
つ
い
て
、
そ
の
奥
書
に
見
え
る
識
語
を
含
む
全
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
日
韓
放

鷹
文
化
史
を
明
ら
か
に
す
る
手
だ
て
と
な
る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
一

『古
本
鷹
鶴
方
』
の
諸
本

前
節
で
紹
介
し
た

『古
本
鷹
鵠
方
』
の
伝
本
は
、
写
し
間
違
い
と
お
ぼ
し
い
数
か
所
の
異
同
を
除
き
、
三
本
と
も
ほ
ぼ
同
文
と
な

っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
各
丁
に
お
け
る
行
数
や
行
ご
と
の
字
配
り
に
つ
い
て
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
と
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
は

一
致

し
て
い
る
が
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
は
異
な

っ
た
体
裁
と
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
頭
注
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
と
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
が
き
わ
め
て
近
い
文
言
を
記
載
し
て
い
る
が
、
内
閣

文
庫
本
は
異
同
を
見
せ
る
。
そ
も
そ
も
官
内
庁
書
陵
部
蔵
本
と
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
に
は
合
計
２０
項
目
以
上
の
頭
注
が
記
載
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
の
頭
注
は
２
項
目
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

各
伝
本
の
書
誌
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
。

○
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵

『鷹
鵠
方

全
』

所
　
　
蔵
　
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
。
古
古
７
１
３０
‐
４４
ｏ
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蔵 行 丁 外 巻
圭

Fロ

等 数 数 題 数

奥
書
等

○
官
内
庁
書
陵
部
蔵

『
古
本
鷹
鵠
方

全
』

所
　
　
蔵
　
官
内
庁
書
陵
部
。
函
号

一
六
三
―

一

巻
　
　
数
　
一
巻
。

外
　
　
題
　
表
紙
左
肩
に

「古
本

鷹
鵠
方

全
」

内
　
　
題
　
表
の
遊
紙
左
肩
に

「古
本
鷹
鵠
方

一
巻
。

表
紙
左
肩
に

「鷹
鴨
方

全
」
と
記
す
貼
題
筵
。

一
七
丁
。

半
葉

一
〇
行
無
罫
。
訓
点
付
き
漢
文
。

表
紙
見
返
部
分
に
楕
円
形
の
受
け
入
れ
印

「朝
鮮
総
督
府
図
書
館
、
図
書
登
録
番
号
」
（楕
円
の
中
に

「昭
和
１２
．
４
　
１５
」

「古

１
３
３
２
３
」
と
記
載
）
他
２
つ
の
押
印
。　
一
丁
表
に

「雑
司
谷
片
山
賢
」
他
２
つ
の
蔵
書
印
。

一
六
丁
表
に

「右
古
本
鷹
鵠
方
雖
多
不
審
依
元
類
本
／
不
能
校
合
只
任
本
書
詑
　
　
通
尭
」
。　
三
ハ
丁
裏
に

「彰
考
舘
御
本

奥
書
／
右

‐
者
以
二
山

‐
本
藤

‐
右

‐
衛

‐
門
所
持
本

一
令
二
書
篤
／
校

‐
合

一
畢
　
承
應
三
甲
午
年
六
月
六
日
／
古
本
鷹

鵠
方
以
二
水
戸
彰
考
舘
御
本
書
篤
／
之

一
天
保
四
年
五
月
十
六
日
／
史
舘
待
命
　
平
小
山
田
興
清
」
。　
一
七
丁
表
に

「右
此

一
帖
者
以

一
平
興
清
小
山
田
将
曹
自
筆
／
本

一
於
東
武
邸
舎
手
自
下

翰

圭
皇
一篤
之

一
畢
／
天

‐
保
四
年
歳
次
癸

巳
仲
秋

下
渤
日
／
正
木
治
部
越
智
宿
禰
通
尭

（花
押
ご
。　
一
七
丁
裏
に

「右
古
本
鷹
鴨
方
者
以
正
木
通
尭
手
書
本
謄
／
篤
畢
天
保
四

癸
巳
之
秋
九
月
十
八
日
起
筆
／
十
月
五
日
終
巻
馴
鷹
繋
務
之
間
連
夜
務
下
／
採
一曇
成
功
畢
通
尭
者
近
江
彦
根
之
家
士
也
／
善

國
学
側
耽
探
鷹
書
頃
日
奉
主
命
来
江
戸
／
舘
而
勤
仕
余
有
避
遁
者
而
交
情
密
也
固
得
／
借
此
書
篤
焉
／
雑
司
谷
鷹
人
　
片
山

勇
八
賢

（花
押
と
。

〇
八
五
。

と
記
す
貼
題
嬢
。

一九
」
の
里
坐
圭
日。
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蔵 行 丁 寸
童

印     ｀
等 数 数 法

奥
書
等

○
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

『古
本
鷹
鵠
方
』

所
　
　
蔵
　
国
立
公
文
書
館
。
函
号
三
〇
六
―
三

一
二
。

巻
　
　
数
　
一
巻
。

外
　
　
題
　
表
紙
左
肩
に
ウ
チ
ツ
ケ
書
き
で

「吉
本
鷹
鵠
方
」
。

内
　
　
題
　
表
遊
紙
左
肩
に

「古
本
鷹
鵠
方
」
の
墨
書
。

寸
　
　
法
　
縦
２３
糎
×
横
１６
糎

丁
　
　
数
　
一
一七
丁
。
表
裏
に
遊
紙
各

一
丁
。

行
　
　
数
　
半
葉
七
行
無
罫
。
訓
点
付
き
漢
文
。

蔵
書
印
等
　
表
紙
右
下
に
縦
７
糎
×
横
２
糎

「新
宮
城
書
蔵
」
の
蔵
書
印
。　
一
丁
表
に
縦
闘
糎

×
横
田
糎

「
日
本
政
府
固
書
」
、
縦
調

糎

×
横
田
糎

「固
書
之
文
庫
」
、
躙
糎

×
３
．糎

「内
閣
文
庫
」
、
縦
７
糎

×
横
２
糎

「新
宮
城
書
蔵
」
の
蔵
書
印
、
「明
治
十
六

年
購
求
」
の
受
け
入
れ
印
。
二
六
丁
裏
に
縦
３
．
８
糎

×
横
田
糎

「国
書
之
文
庫
」
の
蔵
書
印
。

奥
書
等
　
　
一
一七
丁
表
に

「彰
考
舘
御
本
奥
書
／
右
者
以
山
本
藤
右
衛
門
所
持
本
／
令
書
篤
校
合
畢
／
承
應
三
甲
午
年
／
六
月
六
日
／
古

縦
‰
糎
×
横
』
糎

二
七
丁
。
表
裏
に
遊
紙
各

一
丁
。

半
葉
七
行
無
罫
。
訓
点
付
き
漢
文
。

一
丁
表
に
縦
４
糎

×
横
４
糎

「宮
内
省
固
書
」
の
蔵
書
印
。
裏
の
遊
紙
に
縦
４
．
５
糎

×
横
２
糎

「昭
和
３
年
１２
月

伯
爵
松
平

直
亮
寄
贈
」
の
受
け
入
れ
印
。

二
七
丁
表
に

「彰
考
舘
御
本
奥
書
／
右
者
以
山
本
藤
右
衛
門
所
持
本
／
令
書
篤
校
合
畢
／
承
應
三
甲
午
年
／
六
月
六
日
／
古

本
鷹
鵠
方
以
水
戸
影
考
舘
御
本
／
書
篤
之
天
保
四
年
五
月
十
六
日
／
史
舘
待
命
／
平
小
山
田
興
清
」
。
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6  5     4  3

本
鷹
鵠
方
以
水
戸
影
考
舘
御
本
／
書
篤
之
天
保
四
年
五
月
十
六
日
／
史
舘
待
命
／
平
小
山
田
興
清
」
。

注（１
）

『放
鷹
』
（宮
内
省
式
部
職
編
、　
一
九
二

一
年

一
二
月
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
〇
年
六
月
新
装
復
刻
）。

（２
）

田
川
孝
三
氏

『李
朝
貢
納
制
の
研
究
』
（東
洋
文
庫
刊
、　
一
九
六
四
年
、
初
出

「李
朝
の
鷹
房
と
鷹
子
進
上
」
『朝
鮮
学
報
』

一
四
、
一
九
五
九

年

一
〇
月
）。

鷹
書
研
究
会
第

一
一
回
例
会
口
頭
発
表
、
二
〇

一
〇
年
七
月

一
〇
日
。

二
本
松
泰
子

「『鷹
鵠
方
』
享
受
の
一
斑
―
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵

『鷹
鴨
方

全
』
（古
古
７
１
３０
‐
４４
）
の
奥
書
を
め
ぐ

っ
て
―
」
「
鷹
書

類
の
調
査
と
研
究
』
所
収
、
平
成
２０
年
～
平
成
２３
年
度
、
科
学
研
究
費
補
助
金

（基
盤
研
究
Ｃ
）
研
究
課
題
番
号

８
紹
含
Ｓ
）

注

（４
）
に
同
じ
。

注

（４
）
に
同
じ
。

【凡
例
】
一　

翻
刻
は
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵

『鷹
鵠
方

全
』
（古
古
７
１
３０
‐
４４
）
に
よ

っ
た
。

一　

翻
刻
に
関
し
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
原
文
に
忠
実
に
な
る
よ
う
に
つ
と
め
、
改
行
は
原
本
に
従

っ
た
。

一　
改
丁
は
」
を
も

っ
て
示
し
、
２

オ
）
の
よ
う
に
丁
数
な
ら
び
に
表
裏
を
示
し
た
。

一　

字
体
は
出
来
る
だ
け
底
本
の
表
記
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
心
が
け
た
が
、
異
体
字
な
ど
、
一
部
通
行
の
字
体
に
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一　

花
押
は

（花
押
）
と
し
、
そ
の
形
態
は
示
さ
な
か

っ
た
。

一　

頭
注
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
該
当
部
分
に
算
数
字
を
付
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
注
の
文
言
を

一
括
し
て
本
稿
の
末
尾
に
記
載
し
た
。
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【本
文
】

鷹
鵠
方
序

張
‐
九
‐
齢

云

鷹
也

者
名

揚

二
於
尚
父

・義

見

二
於
詩

・

鵠
也

者
跡

隠

二
於
古
人

一史
閾
二
其

載
　
虫量
日
之
多

以

レ
此
　
観
　
レ
之

鵠

之
名
始

見

レ
唐

実

類
有
生
一日

レ
鷹

曰

レ
鵠

其

黄

‐
鷹

子
青

‐
酪
乃

鷹

之
類

也
其
鳩

‐
鴨

青
籠

‐
奪
黄

‐
酪

乃

鴨

之
敦

也
凡

巧

・然
　
‐
後
可

レ
得

及

　

二
其

調
養

一法
亦
有

レ
具

童
旦
不
レ
離

レ
手

夜

増

二
保

‐
護

一其

勤
如
　
　
レ
此

猶
且
失
二
其

節

・常
而

疾
病
易

レ
生

或

至

レ
掃
　
レ
群

所
謂
鷹

者
尤

‐
甚

焉
古

今

之
人
曽

笠
ｒ
一攻

‐
治
之

術

一其

得

　

レ
之

也
難

其
養

レ
之

也
　
勤
　
而

及

　

二
其

生

　

レ
病

也

供

レ
手

待
レ
斃

而
　
不
レ
能

オ



韓国国立中央図書館蔵『鷹鴨方全』 (古古 7‐ 30-44)全 文翻刻 (二本松)

レ
救

也
余

病

恨

レ
之

観
二
其

飲

‐
啄
之
勢

一察

二
其

肥
痩

之
候

・以

尋
二
生
　
レ
病

之

根

・
愛

将

二
本
草

・囚
二
其

薬
性
　
・

随

レ
證

治

レ
之

盤
¨
レ

不

・一　
立
　

数

　

一
遂
　
著

馬
レ
方

大

‐
抵
調
二
‐
養

鷹

‐
鵠

一之

術

皆
出

二
於

戯

‐
　
玩
　
・雖
　
二
君
子

之
不
屑

一然

或
　
留

二
意

於
鷹

‐
鵠

一者

観
レ
此

有
　
一二以

得

　

二
其
　
備

，
急

云

」

一
ウ

正
統
甲
子
猫
月
暇
日
書

二
千
匪

解

堂

之
梅
竹

軒

・

教

二
鷹
鵠

一名

○
黄

‐
鷹
鰹
訴
一・籠

ζ

白
鷹
投
伊
昆
。
教
．一乏

．ぼ
鴨
フ
蔦

静
ル
を
着
。
白
木
鷹
。
教
ゥ一乏

．ぼ
鳥

鴨

・○
角

‐
鷹
召
鵠
教

二
之
．雉
免

・○
鶴

子
結
外
。
教

二
之
．鶉
鵠

・○
青
酪
非
耶

千
。
教
，二
之
．鶉
雀
７
０
鳩
鵠
締
輝
。
教
，一２

．ぽ
鳥
鶴
鶴
ッ
○
免

‐
鴨
計
肛
耳ン
。
教
ラ・２

一ぼ
免
ラ

○
免卜
‐
ｔ

々

‐
鵠
　
者
千
非
耶
下
。
無

．́
レ
教

而^
有
．
・名
○
認

―
奪
静
ギ
寿
。
教
ラ一一２

．鶉
興
ラ
二

鶴
鵜
一〇
黄
酪
具
只
乃
。
亦

霊
（
‘
し
教

而
有
レ
名
○
海
青
松
鵠
。
無

‘
レ所
レ
不

ｉ

レ．教

而

‘至

下
於

有

中
折

・鵬
雛

・者
　
・

曇
日

楚

文

‐
王
好

レ
猿

有

下
人
献

二
奇

‐
鳥

・者
上
是

謂

二
海
青

一」

ニ
オ
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篤
主
猿

於
夢

澤

・毛
群
羽
族

争

嘘

競

博
此

鳥

瞳

二

日

雲

‐
際

・無

二
博
嘘

之
志

・王
謂

二
献

‐
者

一
日

汝
　
滞

レ
欺

レ
余

耶
答

□口
若

数

二
於
雉

‐
免

・臣
豊

敢

献

俄

而
雲

‐

際

　

有

ェｙ
一他

法

・

気
・而
　
見
　
レ
屈
二
於
人

一飢

　
則

随

レ
人

飽
　
則
揚

去

故

其

生
　
　
レ
病

也

レ
情

　
怯

努

内

‐
熱

調
保
有

　
レ
違

　

失
　
二
其

本
性

・耳
作

　
レ
食

営

・
細

切

一而
不
　
レ
角

可

也
鷹
鵠

有
　
二
贔
子

・
用

二
草
杜

レ物
鮮
　
白

不
レ
排

二
其

形

一此

鳥

便
　
饗

ン
翅

而

　

昇

堕

若

レ
雪

血

‐
下

　

如

レ
雨
有

二
大

一其

大

敷

‐
里
衆
莫

二
能

識

一有

二

也
由

レ
此

観
　
レ
之
無
レ
所

‐
奪
教

二
之

鶉
輿
二
鵠
鳥
一黄
酪
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運
粉
松
脂

一塗
レ之

針

レ
之

且
納
二
交

所
レ
屎
成

レ
塊

白

レ
無
・一甘
草
湯

・用
二

其

節

・常

飲
食
不

梱
濁
或

身
端
激

熱

晴
不
レ
腐

羽
毛
不

黄
連
散
煮
肝
園
　
治

鵠
若
有
促
息

猥

気

砂
散

一吹
二
‐
納
鼻

鵠
　
若

鉦
〔　
二
朱
砂

二
龍
脳
園

○
鷹

以

二
朱
」
三
ウ

一此

薬
尤

宜

二
於

レ
之

　

○
鷹
鵠

・こ

一二
オ
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如
或

為
　
レ
物

所
レ
鯛
目
晴
迷
眩
　
而
勢
急

　
者
　
用

二
営

婦
散

一若

不
　
レ
得
二
営
婦
散

人́

‐
屎
潅
　
レ
ロ

篤
レ
妙

○
鷹

鵠
凡

有
　
二
不
安

之
證

一増

レ
忌
三
鴨
興

二
白
難

黄

狗

肉

・

凡

用

レ
薬

多
少
壇

レ
随

二
鷹

之
大
小

・

剤
薬

法

●
榔

‐
脇

‐
彫

龍
‐
脳
半
錢
確
　
大
‐
黄
五
‐
錢
　
人
‐
参
三
‐
錢
　
右
三
‐
味
′内
′降

二
．
龍
脳
，
外
合
‥

為

二
細
末

・入

二龍
‐
脳
　
令
　
レ
均

滴

レ水

作

レ丸

如

二赤
‐
小
豆
大
　
・以

金
箔

・為

レ衣

毎
‐
服
二
‐
丸

（ワ
朱

‐
砂

‐
散

朱
‐
砂
雄
‐
黄
各
一
‐
銭
研
爵
香
半
銭
研
三
稜
二
銭
難
爪
者
山
茨
菰
千
金
」
四
オ

子
大
戟
各
一
‐
銭
半
　
右
七
‐
味

内
除

二朱
砂
。
雄
黄
。
爵
香

・別

研
外
合
　
為
　
二細
末

・入

二
研

薬

・

令
　
レ
均

以

二
揮
増

千

一盛

　

レ
薬

小

許

吹
二

入

鼻

中

・

（
冒
早
角
計
い
自
角
半
銭
水
半
鐘
煎
　
待

冷́
　
入

レ鼻

令
レ拮
レ之

●
煮
肝
園

胡

誨
連
去

レ
菱
大
‐
黄
蒲
‐
黄
黄
‐
栢
去

二
角
皮

一人
‐
参
去

レ芦

苦
‐
参
　
右
七

味
各
量

二
四
‐
銭

・除

二
蒲
黄

・外
‐
合

為

二
細
末
　
入

二
蒲
黄

・令

レ
均

納

二
璃
耕
一内

一以

竹
葉

・
一■

一塚

用

童
便
・
煮

熟

●
営
掃
散

営

●
黄
連
散

黄
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服

二
用
二丼
‐
花
‐
水
一
小
鐘

・煎
　
至

二半
鐘

・去

レ滓
待

レ冷

潅

下

（０
水
銀
計
い
水
‐
銀
半
‐
銭
軽
‐
粉
爵
‐
香
各

一
銭
　
右
合

研

不
　
レ
見

二
水
‐
銀
‐
星
　
為

レ度

擦

二有

」
四
ウ

レ
贔
虎

・

歳
在
二
壬
戊
　
・冬
有

二
鳩

‐
鴨
善

‐
才
　
者

一
一
‐
日
　
鼻
息
　
塞

急
目

有

二
露

‐
涙

一時

人

‐
皆
以

篤
二
項

‐
溺

一欲
レ
灸

　

レ
之

レ
余

以菫

イ
‐
編

ン鷹

‐
鵠

不
レ
可
下
以

二
人

病

・治

レ
之

試

以

二
朱

‐
砂

‐
散

・

‐
多

　

姑

レ
證
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○
時
人
教
鷹

引

レ
食

一　一一一一　́・　　　　　　　一　　　一一一【一一̈一一一^（

凡

新

‐

下
　
レ
食
後

観

二
鷹

之
柔
順

　

従
　
，
人

引

レ
食

服
　
布
レ
塊
　
耶
塊

耶
則

ラ
ウ
　
　
テ
　
　
　

一‘

９
）ギ

ヨ
ウ
ケ
ン
ス
　
　
テ
　
　

　

フ
　

　

一一　

　

レ
■
　
　

フ
　

内
歎

〓
カ
タ
′

ヽ
ツ
　

ン
テ
　
　
　
　
フ
時

内

‐
随
有

レ
油

　

疑
結

布

二
羽

中

作
　
食

一内

庁

　

一暴

而
飼

レ
之

則
翌

暁

還
吐
　
レ
之

則
去

レ
角

内
清

布

則
篤
レ
妙

」
六
オ

・」

五

ウ
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越

二
六
七
日

一
二
三
度
及
　
二
水
食
　
肥
得
　
一中
噸

二
二
三

日
　

登

レ
山
拳
持

一而
引
頸
省
馨
見
二
飛
雉
則
垂
手

下
一及

放新
鷹
放
教

法

拳

　

二
新

‐

鷹

・
者

日

謡

暫

レ
暮

　

尖

見

二
営

レ
入

　

近

飛

一
好

‐

手

　

放

捏

　

棄

‐
面
回

‐
歩

鷹

労

際

一不
レ
可
　
レ
服
二
温
食

一況
　
新
‐
鷹
畏
　
レ
人

内
‐
怯

之
気
未
ス

レ珍
其

心
煩
‐
熱

其

可
　
服
・Ｌ
Ｔ

食
熱

‐
血

一乎
必

少

嘘
二

都
邑
支
端

肉

・而
浮
取
俄

　

而
気
歌
其

雉

温
‐
肉

更

飼
　
二
半

‐
食

‐
餘
許

・可

也

慮

二
鷹

‐
丙内
　
一

人
」
六
ウ
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凡

鷹ヽ

不
レ
可
　
二
多

放

疲
労

・新

‐
鷹
尤

可

レ
慎

也
　
初
　
放

之
日
興
■
下

三
‐
日
・不
レ
過
二
一
‐
手

・
五
‐
六
‐
日

一
下

手
至

二

一
朔

一母

レ
過

　

・■
一手

・小

‐
放

為

レ
妙

数
　̈
則
不
レ
拘
二
手

‐
敷

・

粗
知

二
鷹

‐
理

・者
　
此

際
噸

二
毎

‐
日
捉

レ
食

為

フ
妙

若

間
」
七
オ

断
　
放

捉

　

生

レ
病

実
又

云

暮
手
顔

二
捉

而
甘
食

一則

其

鷹
暮
　
必

力
　
捉

此

一面
似

二
乎
巧
　
・然
　
雖
　
二
老
鷹

一終

離
放
ッ時
〆

則
労
ンレ
身
プ内

‐
溺
′メ熱

‐
気
常

多
ξ
田
ダ
此
ッ之
時

一
ホ
群
マ
二

服
ス
ル．
二
熱

‐
食
熱

‐
血
ブ
則
因

ニ
テ
膠
合
ヒ集
ル
ニ
・必
ス遅

‐
下
，
生
ス
レ
病
ヲ実

慎

′
レ
メ
之

慎

メ
レ
之

凡

鷹
放

使
　
之
日
鷹

―
性
本

‐
柔

　

而
痩
　
　
‐
則
飼
　
二
半

‐
食

可

也
本

性

悪
　
而
肌

肥

　

則
飼
　
・一
一
上
二
‐
馳

・可

也

凡

性

‐
悪

‐
鷹
登

レ
山

欲

レ
放
　
レ
之

時

専

不
　
ン
向
レ
心

人

‐
尿

和

レ
食

一
下

三
‐
粘
可

也
又
捉

二
雉

千
空
中

一堕
レ
地

内

■

傷

亦

用

為

レ
妙

鵠

‐
同
」
七
ウ

凡

鷹
春

‐
秋
　
下

‐
肥
　
鉦
（
レ
害
冬

‐
月
極

‐
寒
　
不
レ
可

雖
　
レ
然

過

‐
肥
　
　
則
不
可

性

‐
悪

‐
鷹

大

‐
肥

二
上

‐
肥
・

則
有

二
貶

‐
去
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之
志

Ｌ
里
　
一
シ旦

レ
飼

レ
之

凡

鷹
多
放
　
則
知
三
主

之
不
二
飽

　

‐
飼

・或

貪

捉

或

選

雌

‐
雉

一此

‐
則
知

二
雄

‐
雉

之
力

‐
強
　

也̈
故

以

二
雄

‐
雉

一篤

レ
食

呼

‐
引
飼

而
教

レ
之

上

レ
木

不
レ
下

鷹

‐
呼

引

来

　

則
顔

下
使

二
甘

‐
食

一而
　
後
浮

取

上
不
　
レ
然

而
即

‐
時

浮
取
　
　
則
其
　
習

不
レ
可

レ
棄

臭

凡

鷹
不
　
レ
使

而
坐

‐
養
肥

‐
安
　
　
則
懐

二
凌

‐
雲
　
之
志

・実

雖
　
・一
下

三
‐
日

一坐

‐
養
鷹

顔

二
朝

‐
昏
拳

レ
之

使

　

二
其

柔
順

　

・」
八
オ

後

放

レ
之

篤
レ
妙

　

○
初

　

放

二
千
多

レ
樹
虎

・

凡

鷹
小

‐
食

毎
朴
レ
害
因

二
多

‐
食

・而
生

レ
病

但

痩

‐
鷹
小

食
　
　
則
加

レ
痩

尖
且

勿
レ
食
　
脚

‐
力

・食

　

二
脚
力

一則
成

二
霜

角
及

吾

‐
叱
邪

‐
臥

一突
鷹
多

‐
放

内

‐
熱

日
―
常

食

レ
半

下

後

夜

‐
必

勤

レ
水

二
十
月
以

‐
後
十

‐
月
以

‐
前
陽

‐
気
盛

‐
長
不
レ
可
　
二
営

レ
午

放

使

・冬

則
可

レ
服
二
温

‐
食

・春

‐
秋

則
不
レ
可
レ
服
二
温

‐
食

・

常

使

二
水

‐
食

・篤
レ
妙

雖
　
二
雪

‐
上

・無

レ
風
日
―
媛

則
終
日
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放
・使

篤
レ
妙

不
‐
幸

　

両

‐
鷹
相

‐
捉

母

下
以

二
他

‐
術

・救

　

レ
之

両

‐
鷹

之

項

」
八
ウ

一
‐
時

堅

執
　
則
自

―
然

　

而
解

冬

‐
月
因

二
雨

‐
雪

・或

因

レ
執

二
雉

千
雪

‐
水

・鷹

羽
瀑

　
而

凍
　
即

坐
・　
照

陽
地

一且

盤
い
レ
姻

細

‐
火

盛

レ
器

置
二
於
外

‐

地

一以

レ
鷹
遠

拳
而
照

レ
之
又
以

レ
手

昭
〔　
レ
火

欄

　

レ鷹

則

其

羽
可

二
速

　

‐
乾

一也

肥

‐
鷹
性

‐
悪

内

‐
歴
毎

飼

二
水

‐
食

一連
　
服
　
布

レ
・塊
　
耶
而

朝

‐
昏
拳

‐
持
　
　
則
肌

浮

‐
柔
性

‐
順

臭

鷹
楡

　

レ
食

則
上

‐
肌
内

‐
睡
蓋
　
下
二
其

食

一而
　
後
水

‐
食

二
‐
三
‐
黙
及

レ
塊

耶
多
少
量

宜

レ
服
レ
之

朝

‐
昏
拳

‐
持

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
ン

適
　
飢

而
後
放

レ
之

」
九
オ

痩
鷹
上

‐
肌

法

痩

‐
鷹
以

二
乳

‐
汁

一和

レ
食

飼

レ
之

又

温

‐
食
数

‐
々
　
飼

レ
之

半

‐
食
可

也
下

‐
根
雖
レ
盈

上

‐
根
空
　
　
‐
則
又

飼

レ
之

臭

自

二
捉

‐
雉
興
二
射
雉
中

　

・一‐
新

‐
雉

・則
皆
温

‐
食
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凡

鷹

之
内

‐
随

皆
以

二
羽

‐
口塊

一耶
治
レ
之

又
以

二
人

‐
尿
　
・

和

レ
食

飼
レ
之

作

レ
食
法

朝

則
半
‐
食
夕

則
大
‐
鷹

大
‐
雉

脚

小
‐
鷹

小
‐
雉

脚
是

適
中

也
半
食

謂

二雉

半

脚
量

・也

作

レ
食

人
須

二
先

洗

レ
手

執
作

・営

二
細

‐
長

・而
勿

二
危

大

若

有

二
乾

虎

二
必

去

レ
之

又
去

下
皮

‐
脂

間
如

二
鼻

‐
汁

一
不

Ｌ

九
ウ

浄

之
物

上
又
去
二
皮

興
，
油

而
　
後

又
用
二
雉

羽

一磨

二
肉

上

醜
　
‐
物
　
去

二
脚

‐
力

一以

レ
刀

乱
　
裂

況

二
冷

‐
水

一浄

洗

飼

レ
之

食

之
多

‐
少

亘塁

二
鷹

之
大

‐
小

一適

‐
中
　
飼

レ
之

坐

レ
鷹

虎

法

常

坐
　
下
寒

‐
温
適

‐
中
無

二
姻

‐
気

一浄

麻

上
篤
レ
可

匁
―

月
極

寒
　
則
常

坐

二
温

鷹

則
雖
一■
、月
　
不

‐
虎

一
不
レ
妨
又
冬

‐
日
　
坐

二
陽

‐
虎

一然
　
肥

‐

レ許

二
営

レ
陽
坐

　

レ
之

春

‐
秋

坐

二
陰

‐
地

・

鷹

甚

悪

二
姻

‐
気

・糠

‐
姻
尤
　
‐
毒

養
レ
鷹

之
家
々
‐
内
及
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此

鷹

病

之
所

二
由

生
　
一也

一
〇
ウ
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喘

‐
把
鼻

有
．
レ
馨
者
ッ
ヲ
曰
ダ
鼻

‐
頂

‐
勒
ト
ロ

有

レ
テ
涙
而
瞬
メナ
ル者

日

二
日

―
頂

‐
勒

一両

‐
翼
垂

‐
下

者
　
曰
二
翼

‐
頂

‐
勒

・身

有

レ
如

二

癬
窟
ノ
者
ノ
ヲ
日
フニ
身

‐
頂

‐
勒
卜
足

‐
回

者
ノ
ヲ
日
フ
ニ
足

‐
頂

‐
勒
卜
有
ん
二
此
ノ

證
・者

坐

二
千
無

レ
姻
暗

‐
寂

虎

一
不
レ
使
　
二
驚

‐
動

・且

以

二
好

‐

食
ヲ
善
ク養
フ亦
以

ニ
テ
川

‐
中
小

‐
螺
フ
一去
リ
レ
皮
ヲ
一ソた
に
肉

飼
フ時
〆
之
ヲ則

無

二
不
　
レ
愈
者

・足

‐
頂

‐
勒

川

‐
中

冷

‐
沙

盛
二
於
瓢

‐
子

・安
　
・こ
　
一

於
鉦

‐
上

・以

二
病

‐
鷹

一坐
二
於
冷
沙

上

一過
二
‐
回

五
‐
夜

・若

不
　
レ
差
以

レ
愈

為

レ
度

連

‐
夜
坐

レ
之

甚

良

　

○
鷹

病

皆
畏
　
レ
人
怯

‐
労
煩

‐
熱
内

‐
渇

而
　
出

山

‐
間

漢
‐
水

有

レ
虫
名
，日

二
下
子

一也
只
四
‐
五
‐
箇
肉

‐
片
　
一ッな
飼

叶
〆
之

神

数
　
再

‐
服
　
亦

可

又
黄

‐
柴

木

賓
細

‐
末
　
肉

‐
片

一暴
飼

レ
之

　

○
鷹
或

多

放

或

遠

‐
路
拳

来
身

‐
労
屎
中

黒
粘
不
塊
以
馬
糞
水
和

レ
食

飼

レ
之

霜
角
鷹
不
　
二
大

「
発

・之
時
喘

‐
息
自

―
若
又
貪

捉

レ
雉

粗
知

二
鷹

理

一者

不
レ
知

二
此

‐
病

之
生

　

・如
　
レ
常

而
放

甚

不

‐
可

也
此

病

者
内

‐
冷
外

‐
熱
　
而
出
　
可

レ
知
二
此

‐
病

」

一
一
ウ

オ
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之
出

　

・也
営

‐
初
始

発

‐
之
時
放

‐
屎
不
　
レ
長
　
而
断

‐
絶

不
レ
能

二
放

‐
屎

　

・営

レ
如

レ
此
則
顔

下
捉

二
生

‐
雉

・以

二
病
鷹

一多

‐
七
‐
日
専

不
レ
食

若

勧

　

レ
食

則

是

必

身

‐
労
煩

‐
渇

所

レ
致
レ
生
　
　
レ
病

也

退,1ソ 翁 帰ノ
右ノ 篤ス

盆=虫 几 黙 ○ 雉 熱 嘘スノ   ソ 栞‖マ  
「
    ヲ   七   ´



韓国国立中央図書館蔵 畷 鴨方全』 (古古 7-30-44)全文翻刻 (二本松)

鷹
若

見

レ
水
欲

レ
飲
　
先

勧

二
葉

‐
枝
茶

‐
水

一継

勧

二
月

―
経

‐

ヲ
　
　
　
　
′タ
ンテ
ム時
（　
　
　
フ
　
　
　
　
カ
　
■
フ
　
　
一́　
　
卜
■
タ
ンナ
ム
ト
　
イ
ン
スイ
フ　
イ
ム
コト　
　
　
一一　
　
ナ
ラ
ハ

水

一鷹
若
　
嗜

　

レ
食

則
不
レ
拘

レ
時

雖
　
レ
嗜
　
二
飲
水

一忌
　
レ
食

如

生
則

須

下
捉
　
二
生
　
雀
　
飼

レ
之

雖
　
レ
不

レ
貪

レ
食
　
一
一
一
‐
馳

啄

‐
食

則
生
　
雀
連

‐
績

生

　

‐
捉

係

二
坐

‐
架

上

一鷹
有
　
二
食

心
一則

」

一
二
ウ

自
然

　

而
食

其

‐
病
即

差

凡

鷹
満

二
身

芥
療

一者

身

‐
頂

‐
勒

也
哺
乳

小

‐
兒
黄

‐

糞

和

レ
水

撹
レ
之

細

‐
布

　

節
レ
之

以

二
竹

‐
筒

一納
千
鷹

口

中

・以

二
食

岱

充
満

　

・為
レ
限

潅
下

　

一
‐
二
‐
度
即

差
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鷹

「
理

・者

一暁
フク篤
無

ズ
レ
病
放

マ
ニ
‐
使

”
（則
病

‐
死

π

］^
）
寧

慎

，勿

二

放

‐
使
　
　
噸

二
坐

‐
養

休
，
気

十

‐
餘

‐
日

後
更

調

放

‐
使
　
為

レ
妙

八
‐
九

‐
十

‐
月

間
鶴

‐
子
證

大

如

レ鷹
者

須
識
詳
メデ
‐
羅

ル．

山

‐
陳

羅

‐
取

勿

二
急

‐
速

拳

‐
持
　
　
一須

下
於

二
寒

‐
媛
適

‐
中

虎

・

坐

‐
養

往

‐
々

拳

‐
持

上
方
　
二
夏

‐
節

一毛

‐
羽
落

‐
時
遅

‐
緩

　

不

レ
落
須

下
鶴

雛
捉

下
　
一
‐
一
一
‐
日
飼

レ
之

則
毛

‐
羽

一
‐
時

蓋

落

鷹

羽
不

、し落
亦
食

ブ篤
レ妙
　

且

箱
卿
（レ
鶴
皆

熱

‐
物

ンメ而
」

一
〓
一ウ

時

‐
又
極

‐
執
¨
鶴

‐
子
浴
　
　
レ
水

一
‐
日

内

須

二
四
‐
五
‐
度
　
・冷

‐

水
改
　
給

羽

‐
衣
雖
レ
未

　

ン
称

レ
節

趣

二
孟

‐
秋

・顔

ン
拳

レ
之

漸

‐

々
蓋

‐
夜
不
レ
離

レ
手

調

‐
習

メ
不

時
″
厭

レ
人

則
初

ァ引

‐
食

コト自

ロ

レ
近
而
呼

日

―
漸

遠

‐
引
々
‐
食

　

則
以

二
初

‐
肢

児

‐
鵠

雌

雄

一相

‐
間
　
篤
レ
食
　
飛

‐
引

飼

而
教

レ
之

熱

‐
調

後
朝

‐
暮

乗
　
二
凍

‐
気

・拳

‐
持
　
帰

早

‐
粟
田
―
頭

尋

二
‐
兌

児

‐
雉

・放

レ
之

得
　
レ
捉
　
則
勿

二
急

‐
速
直

‐
進
　
　
・作
レ
馨

呼

レ
之

須

下
待

二
甘

‐
食

・

而
進

上
飼

二
半

‐
食

‐
餘
許
　
・後
浮
二
‐
取
　
児

‐
雉

・
慣

熱

々
‐
捉
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則
雖
・■
１

節
春

‐
時

一雌

‐
雉
皆
可

レ
捉

也
鶴
子
放

‐
使

之

時
顔

レ
紋
二
下

‐
根

一咀

盈
一不
　
レ
年
則

生

レ
病

且

熟

‐
調
」

一
四
オ

放

‐
使

時
＾則
只
於
．
・朝

‐
夕
　
拳

‐
持

メ放

使

〓
不

レ
妨

ラ
然

モ性

‐
亜ラ「
＾

則
不
レ
拘

二
此

法

一鶴

‐
子
初
　
捉

　

則
畏

レ
人

怯

‐
労
内

‐
熱

煩

‐
渇

之
心
未

レ
珍

加

之

以

二
寒

‐
凍

一下

‐
肌
拳

‐
持
急

‐

速
調

放

　

則
必

‐
死

丁
‐
寧
粗
知

二
鷹

‐
理

・者

不
レ
知
二
調

‐

養
之
法

・反

謂
　
レ
易
　
レ
斃

惑

之
甚
　
実
営
如
二
上

法

一調

‐

養
　
教

‐
放
　
則
多

蓋
両
不
レ
病
尖
凡

用
レ
薬
放

‐
教

諸

‐
法

興
レ
鷹
同

籠
奪
興
レ
鵠
同

鷹
賦

惟
　
姦

禽

之
化

‐
育
実

鍾
山

之
所
レ
生
　
資

二
金

‐
方

之

猛

‐
気

一檀

二
火

‐
徳

之
炎

‐
精

・何

虞

‐
者

之
多

‐
端
　
運
　
二
横
」

一
四
ウ

羅
　
以

黒

‐
束

綴

二
経

‐
絲

於
雙

‐
瞼

一結

二
長

‐
縄

於
両

‐
足

・

飛
　
不
レ
遂
二
於
本

‐
情

一食
　
不
レ
充
二
於
所
，
欲
　
逸

‐
翰
由

而

暫

飲
　
雄

‐
心
為
　
レ
之

自

局

若

乃

貌
非
レ
不
レ
一　

相

‐
乃

多

‐
途

措

重

二
十

‐
字

・尾

車貝
二
合

‐
慮

・立
　

如

二
植

‐
木

一望

　

似

二



日本語・ 日本文化 第 39号 (2013)

愁

「
胡

砦

同

二
鈎

利
・脚

等
二
荊

枯

　

・亦
有
下
白
　
如

二
散

‐
花

・

赤
　
如
　
中
粘

‐
血

一大

‐
文

若

レ
錦

細

‐
斑

似

レ
績

眼

類

二
明

‐
珠

毛

猶

二
霜

‐
雪
　
身

‐
重
　
若
レ
金

爪

‐
剛
　
如

レ
鐵

或

復
頂

‐
平

似
レ
削
　
頭

‐
園
　
如
レ
卯

臆

‐
潤

頚

‐
長

筋

‐
危

肛

‐
短

翅

‐
厚

羽

‐
勁

曝
‐
寛

肉

‐
緩

此

之
才

‐
用
倶

篤

二
絶

‐
伴

一或

如
二

鶉

‐
頭
一或

似
二
鴎

‐
首

一赤

‐
晴
黄

‐
足
細

‐
骨
小

‐
肘
頒
　
而
」

一
五
オ

易
レ
驚
奸

　

而
難
レ
誘

住

不
レ
可

レ
呼
飛

不
レ
及
レ
走
　
若
レ
斯

之
輩
不
レ
如
レ
勿

レ
有
　
若

‐
夫
疾

‐
食

速
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The Whole Sentence ofthe Text of Falconry Called

“Yo‐kotsu‐ ho"which National Library

of Korea Owns

Yasuko NIHONNIIATSU

The wholc sentence introduces a text of thc falcott caned``Yo― kotsu―ho''

which National Library of Korca owns.This text was cstablished in Korea in thc

15th ccn岬 _An author isせ ■ rll子 (安平大君)。1=(李溶).The point that is par―
ticularly important about this tcxt is a sentence to scc so that a written statcmcnt

of expert opinion comes.I understand what kind of peoplc read this text by this

sentencc in Japan.Furthcmore,I can gucss ho、 v falconry culturc in Japan un―

folded fron■ the infomation.Therefore l think that the important cluc that Japan

and interchangc ofthe Korean falconry culture bccomc clear is provided whcn I

introduce the wholc scntence ofthis tcxt.


